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（論文内容の要旨） 
 
【研究対象作品】 
「法華堂根本曼荼羅」 ボストン美術館所蔵 麻布著色 額装 縦一〇七．〇㎝×横一四三．五㎝ 奈良
時代 東大寺伝来 
 
【研究目的と背景】 
本研究では、ボストン美術館所蔵「法華堂根本曼荼羅」において、実技的な見地および調査資料から研究
を行い、失われた図様と彩色の想定復元模写を通して、その当初の表現技法や画面構成について可能な限り
明らかにすることを目的とした。 
 
奈良時代の仏教美術として、本作品は他に遺例のない中国唐朝画を思わせる山容を背景にした大変貴重な
作品である。中心となる釈迦三尊の台座より下が欠失しており、天蓋上部の山峰背景も損傷が著しく、絵具
の剥落、変色や褪色も鑑賞の際に相当の影響を及ぼしている。伝来史料の一つ、原本の裏書きには一一四九
年の平安期の画僧珍海による本作品の補修を促す記載がある。後世における補筆も認められ、その成立や実
態においては充分に解明されておらず諸説がある。このような著しい損傷がなければ、本図は奈良時代の彩
色様式を研究する上で多大なる影響を与えたものと思われる。本図の別称である“釈迦霊鷲山説法図
しゃかりょうじゅせんせっぽうず
”は、
法華経に記述される釈迦浄土を表し、釈迦が大衆に説法をする場面を描いたものであるから、釈迦三尊以外
に数多の聴衆と山容の広がりが描かれているはずである。正倉院宝物の一部に山容表現の類例が見られるも
のの、本図のような山峰を描く遺例はなく、山峰の彩色についても明らかではない。また、中心に座す釈迦
の頭光や法衣の表現に関して、諸尊との比較から、さらに釈迦を引き立たせる表現技法が施されていたので
はないかと感じ、検証を試みたいと考えた。 
 
【研究方法と結果】 
模写には技法研究と合わせて、文献調査や科学調査などの多角的な裏付けと根拠を行うことが必要であり、
作家側にも実技と研究双方の視点を持つ事が求められる。本研究では、先行研究において行われた科学的調
査のデータや、学術的な要素、同時代の作品との比較等を通して研究を行う。そして、制作した想定復元模
写をもとにその表現の視覚的効果を検証し、本図の諸菩薩および山水表現はいかなるものであったのか考察
    
 
を加えていく。 
 
以下は、調査を行った結果である。 
[後世の補修（後補）と思われる部分] 
・釈迦の法衣 
[後補であるが奈良時代の様式と思われる部分] 
・諸尊の肉身（釈迦を除く） 
・釈迦の光背、菩薩の装飾品、天蓋、蓮弁座、両脇侍菩薩の裳 
 
山水背景には、鑑賞に影響を与えるほどの補筆は無くほぼ当初であると判断した。反射赤外線写真と白描
図から山峰の前後関係を検証し、三山形式へと繋がる造形を確認した。さらに本図は三山を中心にその左右
に従山を配する中国山水典型の構図を持つものと推定した。 
国宝「倶舎曼荼羅図」東大寺蔵（平安時代）と本図の釈迦三尊の一致についてはよく知られており、本図
を補修した珍海が「倶舎曼荼羅図」の成立に関わっているとされる。彩色については裳をはじめ異なる部分
が多く、蓮弁座の彩色も倶舎曼荼羅は省略している。彩色において必ずしも忠実ではないため、本図は衣文
線が金泥線ではない可能性も高く、本図の釈迦に微かに残る截金（頭光および衣文線）は当初を想定した。
画面を華やかに彩ったと思われる天蓋や諸菩薩の彩色は、正倉院宝物「 漆
うるし
金
きん
薄絵盤
ぱくえのばん
」（香印坐）の蓮弁の彩
色が本図の釈迦蓮弁の構成に酷似しており、本図も当初は香印坐の彩色に近いものだったのではないかと推
定した。したがって本図を荘厳する蓮弁座や天蓋においては、現状の彩色は奈良様式を踏まえてはいるが、
香印坐と本図の両脇侍の蓮弁を比較すると、後世の平安期絵師の感覚が現れているように思われた。 
蓮弁座以下の復元について、四本の大樹の根元を釈迦と脇侍菩薩の背後に確認できるため地面を割り出し
た。聴衆を配置して蓮弁座の大きさを想定した。これより蓮弁座は国宝「倶舎曼荼羅図」と比較すると高さ
はなく小ぶりであったと推定した。 
 
【総括】 
「法華堂根本曼荼羅」を対象に、可能な限りの情報収集と多角的な検証を行い、当初の表現について想定
復元模写として提示した。特に茶褐色に変色して不明瞭であった山水背景の表現と構造について視覚的に明
確にすることができたと考える。その表現については、李思訓、李昭道による「山水の変」に準ずるもので
ありながら墨隈や暈しの表現を取り入れた濃彩画であると思われる。山水の変以前の鉤勒
こうろく
という表現のちょ
うど中間にあたり、それよりも一歩進んだ表現である。それについては更なる美術史的検証が必要である。
釈迦三尊の台座より以下は参考作品が少なく、模写による提示までには至らなかったが、提示した釈迦と聴
衆、天蓋等は紺丹緑紫の古い配色ではあるが、緑と青、紫の比重が高い明快な画面構成であることがわかっ
た。そして十大弟子の袈裟の一部に明らかに黄色い顔料が見受けられ、雌黄
し お う
であれば使用例として大変貴重
な作例である。また、麻布を継がずに貴重な中国からの舶来品を使用したと思われることは、法華経信仰の
上でこの作品が重要な役割を担っていたことが示唆される。実際の制作を通して、麻布の厚みと膠の浸透に
よって基底材の硬化が現れた。さらに濃彩であることから、掛軸のように巻いて保管するには向いていない
作品であり、本図上部の山頂部分は濃彩のために緑青焼けの影響を受けて欠損したと思われる。しかしなが
ら麻布は絹に描くより絵具の発色がとても良く、空高く舞う楽器、雲、曼荼羅華など、賑やかな安穏釈迦浄
土を表す本図には適した基底材であったと考える。本図が麻布に描かれた理由や原本に残る彩色の発色の良
さについては、まだ技法材料的視点から研究の余地があると思われる。今後の研究課題としたい。 
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（博士論文審査結果の要旨） 
 
本論文は奈良時代（８世紀）に制作されたアメリカ・ボストン美術館所蔵（東大寺伝来）の麻布着色法華
堂根本曼荼羅（以下本図）について熟覧及び科学調査により色料及び彩色技法について明らかにすべく実技
の見地から検証し、考察を加え、想定模写を行い、視覚的に提示する過程を論述したものである。 
本論文は、序章・研究概要、第1章・「法華堂根本曼荼羅」についての美術史的研究、第2章・現状調査、第
3章・山水作画技法研究、第4章・想定復元模写制作、終章・総括、で構成される。 
本図は継ぎ目のない一枚の大きな麻布に描かれ、画面中央に険峻な山容を背景に説法する釈迦如来と脇待
の二菩薩の三尊と中心に聴聞する諸菩薩、比丘らを小さく表わし、上辺の虚空には湧き上がる瑞雲、飛び交
う楽器を描く。画面の大きさは周辺に欠失、損傷があるが、図様を可能な範囲で補い、右側の切り詰められ
た瑞雲の図様を復元すると、横幅は釈迦如来の中心線から左右各75,5cmで約151cm（現状は143.5cm）ほどと
なり、縦幅は4本の大樹の根元から地面を割り出し、聴衆を配置すると復元の下限サイズを約149cm（現状は
107cm）と想定とする。また、当時の表具形態については、奈良時代の十二支彩絵布幕のように乳（吊手）を
付けた掛幅装であったが、また寺院の資財帳に記載される「障子」のように額装式であったか確かめられず、
今回の想定復元では現状の額装を踏襲した。 
本図は、平安時代後期（1149年）の裏書によると台座以下はすでに失われ、「天下第一絵師」と称された画
僧珍海によって修補されたことが誌されており、その際に補彩されたとみられる釈迦如来及び諸尊の白色ま
たは朱具顔料が貝殻胡粉（アラゴナイト）との分析結果があるように当初のわずかに残る鉛白と補彩の顔料
を職別しながら色合わせカードを作って想定復元し、また截金についても釈迦如来の項うしろから発する筋
光明や朱衣の衣文線は金泥でなく截金として復元している。他方、背景となる三遠法（高遠・深遠・平遠）
で表わされる三山形式の山容は、黒変化しているが、緑青・群青の粒子などが、残っているところから青緑
山水とし、本図の制作期間（740-780年頃）に近い正倉院宝物、敦煌莫高窟壁画及び後世に模写された遺例を
参考にして復元している。 
以上のように本論文は、磨損・変色の多い本図の色彩豊かな仏画と青緑山水図がよく調和して描かれたい
わゆる「仏画山水図」を想定復元模写し、視覚的に明示したことは欠失部を除いた一部とはいえ、はじめて
の試みとして評価され、検討すべき点もなくはないが、今後、美術史学の分野において研究資料として大い
に活用されることが期待される。  
 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
本研究作品は、「法華堂根本曼荼羅」（ボストン美術館蔵）の想定復元模写である。「法華堂根本曼荼羅」は、
現存する数少ない奈良時代絵画の一つで、麻布を支持体としていることをはじめとして、急峻な山岳表現に
も日本化された平安期には見られない素朴で力強い唐画の影響が窺えるなど時代の特徴がよく現れている。
しかしながら、現状は損傷や欠失が多く、また経年による変褪色や古色が著しいために図様の全貌が不明瞭
となっている。つまり、本研究が取組んだ当初図像の想定復元模写は、難易度が高い一方で、期待度も高い
挑戦ということができる。 
本研究作品は、原本の熟覧調査や先行調査による赤外線画像など可能な限りの情報収集に努め、サンプル
制作によって技法材料に関する検証を重ねた上で描かれた。遺例が少ない奈良時代の麻布著色画に関する実
践的研究は、平成１５年度に当該分野において博士論文として発表された「吉祥天画像」（薬師寺蔵）研究に
続く２例目であるが、それぞれの研究対象作品は画面寸法や画風をはじめとして類似点が少なく、別個の技
法材料研究として捉えるべきものとなっている。 
「法華堂根本曼荼羅」の現状は、画面下部を大きく欠失していることから、おそらく描かれていたはずの
釈迦の説法を聞く諸尊群を想定することはできても、学術的な復元模写として提示できるだけの充分な根拠
情報には至らない。従って、本研究では、画面下部については論文内の図示に留め、想定復元模写としては、
釈迦三尊を中心とする当初画面の中央部から上部に限られたものとしている。しかし、復元された画面には、
    
 
力強い墨線表現と豊かな色彩表現が相乗効果となって表され、著しく古色付いた原本からでは容易に想像で
きない絵画世界が提示されるものとなった。古典絵画の復元研究は、常に情報不足のなかでおこなわれる宿
命にある。本研究における復元模写は、特に情報が乏しいなかで進められたものであったが、逆に断片的な
情報と情報の間を繋ぐ想像力と妥当性という復元研究の本質を見出し、積極的なアプローチをおこなった作
品として評価できるものである。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
中国唐朝文化を受け継ぐ奈良時代の仏教美術の遺品は少なく、本図の正式名称である釈迦霊鷲山説法図を
題材に取り上げたものは僅かで、重要文化財「釈迦霊鷲山説法図」(鎌倉時代) 、中国敦煌莫高窟壁画等があ
るが、本図のような背景に山崖を配した遺品は前例がない。本図についてこれまでも多くの先行研究が行わ
れてきたが、釈迦三尊像の台座から下の部分、天蓋上部の背景部分等、全体的に損傷と褪色が著しく研究の
妨げになってきた。同時に奈良時代の現存する作品数が少ないため、当時の全体像を想像することは容易で
はなかった。故に本図を復元模写をする事は大変な困難を伴い、過去には一度も試みられてこなかったが、
今回初の挑戦となった。 
本図は欠損部と褪色が著しく、全く解らない部分の扱いをどのように対応していくかの試行錯誤に多くの
時間がかかってしまった。実際の復元を行うための時間配分に問題は残ったが、その決断は大きいものがあ
った。実際には本作品を完全復元をする事は困難であるという決断に至り、現存している部分を中心に、可
能な限りを参考資料と科学的分析結果を参考にし、描かれた当時と同一素材で再現できる限界に挑戦するこ
とを目的にした。 
先ず、残された線描を頼りに線描きを行い白描の下図を作り、確実に解る部分のみを加筆していった。そ
の結果、描かれた当時の線描による下図の現状が明らかになってきた。そして科学的分析結果や作家として
の目視による経験値を加味することにより、過去に体験する事が出来なかった制作過程を体験することがで
きた。また色彩においては、褪色により現状の色とは大きく異なっているため、作家としての力量が大きな
比重を占めた。上部空の藍色、釈迦の法衣の朱、背景の山水の緑青等色彩のバランスを考えながら、過去に
再現出来なかった復元模写を作り出す事に成功した。欠損が大きく不明な部分はあえて描き加えず目障りに
ならない程度の色に抑えて表現した。 
今まで欠損が多く褪色が進んでいる本図のような作品を、実際に絵を描く高度な技術と能力を取り入れた
立場から復元模写に取り組んでいく姿勢は、東京藝術大学の大きな特徴として、誰もがなし得なかった新し
い研究として成果をもたらすことになる。 
